
世界的な言葉になってきています．エルニーニョ（el  

n琉0）現象とはもともと数年に一度，南太平洋ペルー  

沖海域の表面海水の温度が2，3度上昇する現象のこ  

とです．eln清0はスペイン語で神の子イエスを意味  

しますが，この現象がクリスマスの頃に発生すること  

からこのような名前が与えられたようです．ちなみに  

上記同海域において表面海水の温度が平年より2，3  

度低くなる現象はラニーニヤ（1a n琉a女の子）と呼  

ばれるそうです．カリブ海やメキシコ湾で発生する台  

風であるハリケー ンの命名も1979年以降男女の名前が  

交互に現れていますが，気象学の分野は“男女平等”が  

厳密に実行されているようです．  

●本誌でもタイムリーかつ重要な話題としての地球温  

暖化問題を特集テーマとして取り上げようかと考えて  

おります．お楽しみに．  （大山達雄）  

編集後記  

●編集委員として新メンバーがスタートして1年余が  

経ちました．まだまだ毎月の特集記事の準備，企画に  

追われています．自転車操業とはこういうことを言う  

のかというのが実感として感じられる毎日です．それ  

でも何とかここまでやってこられたのは，本当に会員  

皆様のご協力によるものと感謝いたしております．今  

後ともわれわれ編集委員一同，皆様に興味を持って読  

んでいただける機関誌を作るべく努力いたすつもりで  

す．ぜひご協力のほど，よろしくお願いいたします．  

●最近は冬が寒くなくなった，雪が少なくなった，大  

雨と洪水，砂漠化，温暖化などの“異常気象”がしば  

しば話題になり，海外での外国人との会話でもこれら  

がエルニーニョ現象のせいであろうということが頻繁  

に語られています．エルニーニョという用語は南太平  

洋で用いられていた地域的な言葉から完全に国際的，  
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